
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

色と音の共感覚的傾向の研究
一色と音と言葉の関連 に関す る調査　報告 1−

Research　on 　synesthesea 　tendency　to　color　and 　sound
・lnvestigation　concerning 　relation　among 　coior

，
　sound

，
　and 　word ．　report．1一

三神　美奈　 Mina　Mikami

粟野 　由美　 Yum 「Awano
東京造形大学大学院　　Graduated　sohooF　of　Tokyo　Zokei　Un「versity
東京造形大学大学院　　Graduated　school　of　Tokyo　Zokei　Universrty

キ
ー

ワ
ー

ド ；音、色、共感 覚

KeyWords ：sound ，　color 、　synesthesea

1、は じめ に

本研 究は、多 くの 人に経験が ある と思われ る
”
共

感覚的体験
”

に つ い て 、視覚と聴 覚、と りわけ、色 と

音の間に何 らかの 関連傾向を見 つ け出すこ とを第
一

段

階の 目的として開始 した 。

　ひ とつ の 感覚器官に対す る刺激 か ら複数の知覚応答

を生 じる と い う共感覚現象の 研 究か ら 知 見を 得なが

ら も 、 稀に 知覚す る 人 が い る と い う共感覚現象そ の

ものを研究 目的と せ ず、より多くの 人が共感で き る傾

向と そ の 要因を探す こ と を主 旨と し て 実験 を計画 し

た 。 先行研究 の方法や成果に も学び つ つ 、 色や音 と

い っ た刺激が含む複雑な要素に向 き合い、総合体と し

て の 人 間を常に意識して 考察をすすめ た い 。 こ の 研 究

で得 た成果 を教育や福祉 、 都市環境 、 ある い は そ れ ら

の柔 らか い 表象と して の 美術分 野 に生か して い くこ と

を将来の展望として い る。

2．調査
・第 1回

　音と色と い う、いずれ も不確実な要素を含む刺激を

直接結びつ ける調査方法で は、被験者の 心 の 中で ど の

ような関連づ けの意思が 関与 したかが不明瞭な の で 、

間に言葉を介在させ て分離する こ とを考えた 。 第
一

回

目の調査は下記の 手順で行われた。

対象 ：CG 、踟 象を学ぶ女子大学生 （1年生）計 68 名

時期 ：2005 年 9 月 30 日 （a10 ：40 、 b13100、cl4 ：40）

　　　a ，b，c クラス 全員に 1回ずつ 実施

場所 ：大学の演習用教室

内容 ：音と色 と言葉の 関連を調査す る ため の 3 つ の 実

験

実験 1］被験者に対 し、 A6 無地用紙と ア ン ケ
ー

ト用

紙を配布 して、あ らか じめ録音 した、女声による 「C」

で 始 ま る 1 オ ク タ
ーヴの 長 音 階 の 単 音

（C，D，E，F，GAB ，c）を順不同に、教室全体 に聴か せ せ た 。

被験者は音を聴い て、ア ン ケート用紙に あ る 語郡か ら

あて はまる形容詞を
一

つ 選ぶ 。 形容詞は感情を表す言

葉と した。当て はま る 形容詞がな い 場合は
「
回答なし」

も しくは、語郡以外の語がイメ ージされた場合 は記入

する 。 音の再生時間は
一
音 3 秒と し、全員が 回答 し終

わるの を待 っ て、次の 音へ と進め た 。

実験 2］被験者は、実験 1 で 選択 した 8 種類 の 形容詞

に対 して イメ
ー

ジする色を、12 色セ ッ トの ク レ ヨ ン （箱

に記載された色名 ：赤、黄 、 黄緑 、 緑 、 水色 、 青 、桃色 、 薄橙 、

茶色、黒、灰色、白）を使 っ て、 1種類つつ A6 無地

用紙に着色す る。色がイメ
ージで きない場合は、空欄

のま まと した。 単色塗 りだけで な く、 表現も回答と し

て は許容する こ ととし、混色や模様も可 とした 。

実験 3ユ被験者は、実験 2 で着色 した 8 種類の 色 （模様）

か らイ メ
ージす る形容詞 を選ん で 回答する。こ こ で は

実験 1 で の 感情をあら わす形容詞と は異なる、知覚や

空間認識に関する言葉と した 。

・第 2 回

　第 1回目調査で は、音→ 形容詞→ 色、色 → 形容詞 の

順番で 行い、形容詞を つ なぎ目として音と色 の 関連 を

探ろ うと した 。 興味深い結果も導かれたが、形容詞 の

介在によっ て 、色や音を 「感 じる 」 の とは別の 高次の

処理過程が介入 して、結果を複雑に しす ぎて い るの で

はな い か とい う反省があ っ た 。

　第 2 回目調査は 、 第
一

回目調査の 反省をふ まえ、音
→ 色、色→ 形容詞とい う方法をとっ たe また、前回は

回答方法 と して記号を選択させたため、言語の 変換が

著しか っ たの で、今回は語郡か ら選 んだり、思 い つ い

た りした形容詞を直接記入する方法に改めた 。

対象 ：CG 、映像を学ぶ女子大学生 6 年生）計 70 名

時期 ：2006 年 1月 13 日 （al1 ：50、 b14 ；15、c15 ：50）

　　　a ，b，c クラス 全 員に 1回ずつ 実施

場所 ：大学の演習用教室

内容 ：音と色 と言葉の 関連を調査するため の 2 つ の 実

験

実験 1］被験者に、A6 無地用紙 とア ン ケ
ー

ト用紙を

配布 して、前回 と同じく、あらか じめ録音 した 、 女声

に よる
「C」 で 始ま る 1オ ク タ

ーヴの長 音階の単音

（C，DE，F，GAB ，C）を順不同に、教室全体 に聴か せ た 。

被験者は、音か らイメ
ージする色を 1種類ずつ A6 無

一一一一一一一一一一一一一  一 
「 92 ［一 ］

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　30　 SUPPLEMENT 　2006 一

地用紙にク レヨ ン （第一
回調査の実験 2 で使用 したも

の）を使 っ て着色 する。色がイメ
ージで きな い 場合は、

空欄の ままと した 。 単色塗 り、混色や模様も可と した 。

音の再生時間は一
回 3 秒と し、全員が回答し終わ る の

を待 っ て、次の音 へ と進めた 。

実験 2］次に 、 着色 した 8 種類の 色か らイメ
ー

ジす る

形容詞を用意 した語郡から選ぶ 。

3．結果 と考察

　第 1 回調査 に つ い て、図 1の横軸は刺激音、縦軸は

回答数で あ る。こ の グ ラ フ か ら は、刺激 音 8種類に 対

して はほぼ同量の 形容詞 の イ メ ージが 回答さ れ て い る

こ とがわか る。形容詞に対 して
一定の認識や関連の 有

無を み るため 、 複数回答を認めたため 、 回答数は被験

者 68 名より多くな っ て い る 。

　実験 2の集計結果を図 2 に示す。 低音部に対して 、

陰気な、落ち着 い た、さみ しい、不安な どの 語が高 い

数値を示 し、 高音部は、美しい、穏や か、神秘な どが

選択されて い る 。 必ず しもネガテ ィブなイメ ージ の言

葉で はな い が、どちら か とい う と活発 で はない状態を

表 す言葉で あ る 。 高音部に対 し て はポジテ ィ ブな イ

メ
ー

ジを含む言葉が選ばれ る傾向が読み取れる。

　形容詞 と音の 関連の 度合 い は
「神秘」 と 「B」 音の

関係 に顕著 で あ っ た 。 8 音全体 に 対 し て
「神秘 」 と い

う形容詞は最 も多い 49 回選択され て おり、そのうち、

B 音に対 して 29 回選択 された 。 こ の他にも形容詞と

音の結びつ きにある傾向を示す事例が い くつ か確認で

きた 。

　第 2 回調査に つ い て の集計結果 を図 3 に 示す。

4．まとめ と今後の 展 開

　第 1 回目の調査と第 2 回目の 調査 を比較する と、8

種類の 音の うち 5 種類につ い て、特定の 形容詞が繰 り

返 し選択される と い う結果が 、 両方にあらわれた 。 音

と色と感性言語の 間になん ら か の傾向が推測で き る 。

　形容詞 と音と の 間 にみ られ た関連傾向が、形容詞 と

色との 間 で はどの ようにあ らわれるか。また形容詞を

つ なぎめ と して 音と色の 間で
一

定の 関連傾向があ る

か 。 今後 さ ら に分析をすすめ て 、

「共感覚的傾向」 の

可能性を考察して い く予定である 。

　 い ずれも色を使 っ た回答は、単純に
「何色」 と い う

回答 で はな い の で、分析は今後の課題と した い 。
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